
タイトル（日本語は可能な限りMS Pゴシ
ック体でお願いします）・本例は 10 ポイ
ントで行間は固定値で 10 ポイント 

発表番号を主

催者側で記入

します 
発表者氏名（講演者には○印を付加、
可能な限り MS P ゴシック体でお願いし
ます）および所属機関名。 

 
 
要旨本文・・・【目的】・【方法】・【結果】が明確にわかる
ようにして下さい。 
 
発表者氏名と要旨本文の間に一行空白がある方が見
やすいかもしれません。 
 
本ページの例では明朝体と Times New Roman でサイズ
が 10 ポイント、行間は固定値で 9 ポイントです。 
 
フォントは可能な限り MS P 明朝および Times New 
Roman でお願いいたします。フォントサイズ、行間など
は各自の都合により別途変更していただいても結構で
すが、一ページに 4 演題掲載できるよう本ページ全体
の枠の大きさが変わらないようにご注意下さい。一演題
分の外枠の大きさは、8.5×12.5 センチとなります（プリ
ンター機種の違いにより若干のずれが予想されますの
でご注意下さい）。 
 
本例の用紙設定は A4 で余白が左 2 センチ、右 2 セン
チ、上 1.5 センチ、下 1.5 センチとなっています。 
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